〈省略〉

自分を見つめることです。まず我々はものを正しく全て聞いているだろうか。自分の感情を入れてものの判断をしてはならない。正しく自分は聞いているか。それにはまず正しいとは、善意なる第三者のことなのです。善意の上に立った第三者の立場に立って自分自身をしっかりと見つけ出すことです。

そして自分の生まれたとき自分はいったい無所得のままに育てたところの両親やあるいは育ての親達、その周辺の人たち、周辺の人々に対して、いったい自分は何をしてやったのか。これをまず調べてみることです。

もし、自分を産んでくれたお母さんだけを思い出すでも、少なくとも最低一週間座っていなければ思いだせない。そして、その生まれたとき何をしてくれたのか、自分はいったい何をしたのか、自然の法則はそれに対して報恩と感謝ということを教えています。太陽は無所得で自然は無所得で生存できる環境を与えてある。それに対して人間に「感謝せよ」ということを教えています。しかし、感謝だけでは困ります。感謝は一方通行です。報恩という行為が無かったならば感謝の意味が無いのです。

そこで報恩という行為、親に対して報恩という行為は親孝行をしたか、ということなのです。親に心配をかけさせたり、そうして自分の心の中に子供のころに作り出したところの歪、心をまず丸く想像し、親に対していったい何をしてやったのか。してもらったことは事実。今、生きているんですから。育ててもらったことも事実、それに対して果たして何を報いてやったのか。これを皆さんはまず考えることです。

その単位は一歳から五歳ぐらいまでを基準にした方が最もやりいいと思います。そうして一週間ぐらい自分を　ずーっと見つめ、母親、生んでくれた母親のことだけ考えて三日目ぐらいは暗中模索です。そして四日目、五日目ぐらいになってようよう、母親の全てが浮き彫りになって出てまいります。そして、いかに無所得のままの愛で皆さんを育ててくれたか、ということを実感して分かるようになります。そうなるとやはり、それに対する親孝行という報恩の行為が出てくるのです。

その報恩の行為を自分はどのようにしたんだろうか。いったい皆さんはそれによって「悔いが有るか、無いか」という結論を出すことなのです。もしそこで悔いが出たとしたならば、こんどは自分の子供や周辺の人々にその行為を示してやることが大事なのです。亡くなった人々には、心から詫びることです。詫びることは決してお経をあげることではありません。そして自分の成した一つひとつをしっかりと見極めて、自分の心がその分野だけ今度はそのスモッグや塵や埃を除かれていきます。

ノイローゼになる多くの人々は、ややもすると親に対する感謝を忘れ、幼少の頃、親に非常に反発を持っている性格が出てまいります。ノイローゼのパターンを見ますと、自己閉鎖型といって自分自身の心の中に篭ってしまう性格があります。これも大きな歪とともにスモッグを作り出し、結局そのスモッグが神の光をさえぎって自らして苦しむのです。そうすると我々は、そのスモッグの原因は全てが自己保存という結論になっていくのです。それは特に小さいときから芽生えてまいります。早ければ小学校の六年生、遅くとも大学の二、三年頃になりますと、ノイローゼになります。その原因はほとんど四、五歳の頃に於いての自分の思っていること、行っているところの歪が原因になっているのです。

そこでまず、自分たちが親に対する尊敬、ほんとうに、あっただろうか。そしてその親に報恩としての行為を実際しただろうか。皆さんはまず、そこからスタートしていくことが大事です。

そして、まず自分の心の中の歪が取れましたら、今度はお母さん、お父さん。さらに兄弟、兄弟との関係―――

〈以下省略〉
